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-cFI - p(F IFI)RI-EFFI+DFI'

























f(A)-入3+(芸 一票 )入2-等 里人+
EF三R-PqF*R*
J＼′ ＼D cノ D cD
であるcf(0)<0､f'(0)<0より､I(A)-0は必ず正の実数解 Ilをただ一つもつcLたがって､二つの負
の実数解 入2､人3を持つか､負の重解 入2- 3^を持つか､互いに共役な虚数解を持つかのいずれかである｡ 虚
数解を持つ場合は平衡点の近くで解は振動するので､単調に平衡点に近づく解は存在しない｡負の実数解を持
つ場合に､それぞれの固有値に対応する固有ベクトルの FI成分とRI成分は同じ符号になるので､FI>0､












- p(F* - Fl)RI-EFFI･D慧
- q(R+-RI)FIIERRI
を考えるo I - 0では反射壁条件 (ノイマン条件)を､数値計算の都合上､x =Lではデイリクレ条件
FI(0,i)-0､RI(0.i)-0をつける｡FIは t-0では.T-0の近くでは小さい正の値に設定し､それ以外で
は0とする｡RIはt-Oにおいては全区間で 0にする｡
パラメータは EF -1.0､ER-7.0､F*-1.0､R* -1000.0､p-0.01､q-2.OD-1.0とする｡これは､
拡散係数を除いては､比較的現実に近い値である｡
FIとRIの解のグラフを重ねて等時間間隔でグラフ化すると下のようになる｡
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